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＜概要＞ 
帝京大学理工学部総合理工学科の高山優子准教授と平澤孝枝准教授は、久留米大学分子生命科学

研究所齋藤成昭教授との共同研究により、従来成長促進として使われている魚油に代わる油脂生産

酵母から作られる「ウナギ用サプリメント」を開発しました。本サプリメントをウナギの餌に混ぜ

て与えることで、ウナギの体重と胴回りの成長が早くなります。このサプリメントが実用化すると、

脂ののったおいしいウナギがお財布にやさしい価格で食べられるようになることが期待されます。 

本研究成果は、2025年 9月 12日（金）「月刊 BIO INDUSTRY」に掲載されました。 

 

＜研究の背景＞ 
土用の丑の日に鰻を食すように、多くの人が鰻料理を愛しています。これまでも日本はウナギの

生産研究に力を入れており、人工授精技術や孵化など大きな成果をあげています。現在流通してい

るウナギの多くはシラスウナギを採取して養殖していますが、シラスウナギの捕獲量は年々減少し

ており価格がどんどん上昇しています。また、ウナギの餌には魚油を添加していますが、水中で分

離し水質を悪化させる問題があります。そこで本研究グループはウナギ生産現場で聞かれる魚油の

問題点を酵母研究者の立場から解決できないかと考え、研究を進めました。 

 

＜研究の内容＞ 
魚粉を主原料とするウナギの餌には、成長を促進するために魚油が

練りこまれています。魚油は魚の肝臓から取れる油ですが、近年の漁

獲高の減少にともなってその価格が高騰しています。また、餌に練り

こまれた魚油が水中で分離してしまい、分離した魚油によって水質が

悪化するため水の入れ替えをするなど、光熱費がかかります。そこで

本研究グループは、魚油の代わりに「油脂生産酵母」を利用すること

にしました。土壌から採取される油脂生産酵母は、中性脂肪（トリア

シルグリセロール）からできた大きな油滴を自身の細胞内に貯め込む

といったユニークな性質を持っています（図 1）。 

この油滴は細胞内に閉じ込められているため、餌から分離して水を汚すことがありません。油脂

以外にもビタミン類やミネラルなどの栄養素が酵母には含まれています。油脂を貯め込んだ酵母を

サプリメントとして餌に混ぜてウナギに食べさせると、体重と胴回りが早く大きくなりました（図 2）。 
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土用の丑の日には財布にやさしく大きなおいしい鰻が食べたい！ 

～ 環境にも優しい鰻用育成促進サプリを開発 ～ 

図 1 油脂生産酵母の油脂を

蛍光染色した。 

図 2 酵母餌の違いによるウナギ生育の変化 
酵母餌開始を 0 日目の値を 1 として、増加率

を示した。横軸は飼育日数。 
青はコントロール（油脂を貯めていない酵母） 
黄色はサプリ酵母（油脂を貯めている酵母） 



 

 

体重増加を比較すると、油脂を貯めた酵母（サプリ酵母）を食べたウナギは、油脂を貯めていな

い酵母を食べたウナギ（青）のおよそ 2倍の速さで成長することが明らかになりました。 

 

＜研究の成果の意義＞ 
油脂生産酵母を使用したサプリ酵母をウナギに食べさせることで早く大きく成長し、より早く身

の厚いウナギを出荷できる様になります。育成にかかる時間が短縮され、必要な餌代や飼育費用が

抑えられることから、お財布にやさしくておいしいウナギが提供できることが期待されます。 

 

＜特記事項＞ 
本研究は、JST A-STEP育成型（JPMJTR23U3）及び、科研費（基盤研究 C 23K05152、25K09482）

の助成により行われました。 

 

本研究成果は 2025年 9月 12日（金）に「月刊 BIO INDUSTRY」に掲載されました。 

・タイトル：ウナギ餌用サプリメントの開発 

・著者：高山優子、平澤孝枝、齋藤成昭 

・URL：https://www.cmcbooks.co.jp/products/detail.php?product_id=116010 

 

 

 

 

【本件に関する問い合わせ先】 
 

＜研究に関すること＞ 

 帝京大学理工学部総合理工学科 高山優子 

TEL  ：028-627-7242 

E-mail：takayama@nasu.bio.teikyo-u.ac.jp 

 

久留米大学分子生命科学研究所（細胞工学研究部門）齋藤成昭 

TEL  ：0942-37-6317 

E-mail：saitou_shigeaki@kurume-u.ac.jp 

 

＜報道に関すること＞ 

帝京大学本部広報課 

TEL  ：03-3964-4162 

E-mail：kouhou@teikyo-u.ac.jp 

 

久留米大学総合企画部広報室 

TEL  ：0942-31-7511 

E-mail：kikakukouhou@kurume-u.ac.jp 

 

 


